
このたびは、温かいご支援に心より感謝申し上げます。皆様からいただいたご寄附は、動物愛護事業の推進のため
大切に活用させていただいております。令和 7年度のご寄附の活用事例の一部をご紹介いたします。

幼齢動物や負傷動物の体調管理のための ICUで安定的
に酸素を供給できるよう、酸素濃縮器を導入しました。
これにより、多くの動物の回復につながっています。

飼い主とペットが安全に避難できる環境づくりを
目指し､災害対策を推進しています。避難所での
ペットの飼養環境を整備するため､ペット用防災資

         機材（迷子札､リード､ペットシー
ツなど）を配備するとともに､
ペット同行避難･同室避難を
想定した避難所設営訓練を
定期的に実施しています。段ボールハウスを

使用した訓練

犬猫の譲渡推進に向けた取組

71頭の犬猫が新しい飼い主のもとへ
譲渡されました。

新しい飼い主さんからの写真を一部ご紹介します。

近年は、高齢の動物や持病がある動物などが収容され、
譲渡先を見つけることが難しいケースが増えてき
ています。そこで､動画による情報発信など、
時間をかけて丁寧に譲渡先
を探すことで、多くの犬猫
を新しい家族につなげるこ
とができました。

ICUの中で育った子猫たち
元気に大きくなり､新しい家族
がみつかりました。

飼育環境の改善に向けた取組

ペットのための災害対策への取組

豊田市動物愛護事業へのご寄附ありがとうございました

酸素濃縮器

ICU

持病がありましたが､治療を
続けながら譲渡先をさがしました。

動物のいのちを守るためにも、
災害への備えは欠かせません。


